
 

  

 

 

川・橋・河川敷（淀川・神崎川・安威川付近） 

川に囲まれた東淀川区。美しい橋の架かる川面の風景や自然に触れ合える河川敷など見どころ満載です。 

淀川河川公園にはテニスコートや野球場、バーベキュー場（駐車場もあります）があるほか、淀川や神崎川 

沿いのサイクリングロード「なにわ自転車道」もあり、親しまれています。 

ヨシ原やワンドの環境保全に配慮して建設された「菅原城北大橋」、日本万国博覧会関連事業で市内初の 

斜張橋として建設された「豊里大橋」、日本後記にも橋名が残る「長柄橋」、上述の「雪鯨橋」は、浪速の 

名橋 50 選に選ばれています。 

柴
くに

島
じま

浄水場 

大正 3（1914）年に当時東洋一と言われた 

水源地として完成。今も高度浄水処理された 

良質な水を市内広域に給水しています。毎年 

4 月に一般公開される桜並木のトンネルは、 

大阪の春の風物詩です。 

赤レンガ造りの水道記念館（写真）は名建築 

家・宋兵蔵の設計によるもので、ネオ・ルネ 

ッサンス様式の傑作。国の登録有形文化財に 

登録されています。（現在休館中） 

 

淡路駅 

 

大阪 
経済大学 

長柄橋 中島惣社
そうし ゃ

（東中島 4-9-41） 

7 世紀中頃五穀豊穣を祈念し創建。豊臣家が 

崇信していた記録もありますが、大坂の陣 

(1615 年)により、多くは焼失しました。 

中島郷 48 か村の親宮(総社)で、明治 41～ 

42 年に多くの神社を合祀しました。 

崇禅寺からの一帯は崇禅寺馬場と呼ばれ、 

明治時代には、1 万 9 千坪もの境内を持つ 

立派な神社でした。広範囲に残る鳥居がそ 

の広大さをうかがわせます。 

（柴島 1-3・8 

東淡路 2-1） 

江口の君
きみ

堂
どう

（寂光寺
じゃっこうじ

）（南江口 3-13-23） 

平安時代、淀川水運の泊地として 

栄えた江口の地で、歌人西行法師 

が四天王寺詣の途中、雨宿りを乞 

うたところ「江口の君」と呼ばれ 

た家主の遊女・妙(たえ)に断られ 

ましたが、その際妙が詠んだ奥ゆ 

かしい返歌の見事さに感銘し歌を 

詠んで一夜を語り明かしたという 

ことです。(問答歌は新古今和歌集 

に所蔵）妙はその後仏門に帰依し 

高相比丘尼(こうそうびくに)と名 

を改め、寂光寺を創設しました。 

東淀川 
区役所 

大阪 
成蹊大学 

上新庄駅 高射砲台跡（西淡路 5-4） 

太平洋戦争において、米軍機を撃ち落とす高射砲 

を配備するため旧日本軍が作った砲台です。 

西淡路(国次)高射砲陣地には、6 基の砲台に約 

150 人が配属されました。当時は市内だけでも 

約 300 基の砲台がありましたが、ほぼ完全な形 

で残るのはここだけと言われています。 

大宮（大道南 3-2-2） 

大隅を放牧の適地として奨励し、牛乳 

を固めた酥(そ)を朝廷に献上するなど 

発展に尽くした安閑天皇が主祭神です。 

明治頃まで「乳牛牧(ちちうしまき)」 

という地名が残っていました。 

御神体の木象は聖徳太子の直作と伝わ 

ります。太子は安閑天皇の弟の孫、こ 

の地を四天王寺(現天王寺区)建立の候 

補地として度々訪れました、「聖徳太子社」があったり、「豊里」「三番」等ゆかりの地

名が残ります。なおこの地の四天王寺建立は水害が多いことから実現しませんでした。 

 

淀川キリスト教病院 

崇
そう

禅寺
ぜ ん じ

（東中島 5-27-44） 

８世紀に行基により創建。室町時代の嘉吉(かきつ)の 

乱で暗殺された６代将軍足利義教を葬った縁から義教 

と細川家(攝津守護細川持賢)の菩提寺として再興。義 

教の首塚や細川忠興の妻・細川ガラシャの墓などがあ 

るほか、昭和 20(1945)年 6 月 7 日、大きな被害を 

及ぼした大阪大空襲の戦災犠牲者慰霊塔もあります。 

 
川沿いの散歩道 
は、自然の景色に 
癒されます！ 

こ 

阪急の 
高架化など 
生まれ変わり中 
です！ 

菅原 
城北大橋 

大隅
おおすみ

神社（大桐 5-14-81） 

東淀川区の地名が文献に初めて登場す 

るのは日本書紀。291 年、応神天皇 

が大隅島に離宮を置いていた記事です。 

応神天皇崩御後、里人が神祠を建立し 

たのが大隅神社の起源です。 

境内にたくさんの狛犬や灯篭が並んで 

いるのがユーモラスですが、稲生神社 

など周辺の神社を合祀したためです。 
 

逆巻
さかまき

地蔵尊（大桐 5-4） 

淀川改修工事前、現在の豊里大橋 

付近は水流が激しく、帆を逆さに 

巻き上げ逆流を渡る船便の難所で 

「逆巻村」と恐れられました。 

1846 年、犠牲者の慰霊と船便の 

安全守護を祈願して地蔵が建てら 

れると不思議と事故がなくなった 

そうです。 

明治 31(1898)年、淀川改修工事 

により村は川底に沈み、逆巻地蔵 

は難波に移設することになりましたが、観仏寺の住職が、動けない僧を背負って帰

ると地蔵に変わっていた夢をみたことから、きっとこの地にいたいのだろうと、地

蔵を引き取ったということです。 

相川駅 

東淀川駅 

井高野駅 

中島大水道跡（西淡路 5-1） 

江戸時代、洪水による米の不作に苦しむ 

村民のため、一柳太郎兵衛をはじめ 3 人 

の庄屋が排水路の建設に立ち上がりました 

が、幕府の答えは「費用は全て百姓負担」。 

補助を申し出ると許可は帳消しに。 

1678 年、３庄屋は無許可のまま工事を 

強行。村民総出で東淀川区から大阪湾ま 

で約 9.2 ㎞もの水路をわずか 28 日(50 

日という説も)で完成させました。怒った 

幕府が工事の中止と出頭を命じますが、3 庄屋は抗議の自決をしました。この悲壮な行為

に幕府も無視できず、補助金を出したということです。明治 30 年代の淀川改良工事によ

り埋め立てられた大水道ですが、碑文が当時を伝えます。 
 

神戸屋や 
コリス、トップ製菓

など、おなじみの企業 
があります 

菅原天満宮（菅原 2-２） 

延喜元(901)年、菅原道真が大宰府へ左遷される途中に上陸 

し、村人が「牛まわし」でお慰めしたといわれ（境内に「牛 

まわし」の石碑）、その縁から 1600 年代に勧請されました。 

樹齢 500 年の楠が印象的です。水害の歴史（天保時代、堤 

防の盛土が命じられた）から、毎年 10 月に幼稚園児が清め 

の砂を境内に運ぶ「砂持ち行事」が行われています。 

ちなみに、道真がこの地を「淡路島」と勘違いして上陸した 

という故事から「淡路」の地名が起こったといわれます。 

瑞光寺と雪
せつ

鯨
げい

橋
きょう

（瑞光 2-2-2） 

聖徳太子が創建したと伝えられる瑞光寺は、大阪大空襲で本尊を除く

寺宝一切を失いましたが、昭和 59 年に現在の寺が再建されました。

境内の弘済池にかかるのが、何とも珍しい鯨の骨でできた雪鯨橋で

す。1756 年、住職の潭住(たんじゅう)が和歌山の漁師に請われ豊漁 

祈願をしたのちに、漁 

師から贈られた鯨の骨 

を使って橋を架け、鯨 

たちの冥福を祈ったと 

言われています。。 

和歌山県太地町の協力 

で定期的に架替えられ 

現在の橋は６代目です。 

東淡路１丁目付近からみた 
淀川越しの梅田ビル群 

豊里大橋 

柴島駅 

崇禅寺駅 

だいどう豊里駅 

瑞光四丁目駅 

淀川河川公園（豊里大橋付近） 
バーベキュー場 

阪急 

阪急 

阪急 

阪急 

阪急 

地下鉄 

地下鉄 

地下鉄 

JR 

JR 

新大阪駅 

下新庄駅 
阪急 

JR 淡路駅 

 

せせらぎの 
遊歩道(大桐 3～5) 
は、自然を感じる 
都会のオアシス 

です！ 


